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総選挙特集「政策座談会」

『公費負担医療の手引き』講習会

神戸市長選挙における
　　　　神戸支部の対応について
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２面

３面

理事長　西山裕康

　

窮
鼠
猫
を
噛
ん

だ
ら
ど
う
な
る
、

な
ど
と
考
え
る
の

は
よ
ほ
ど
の
臆
病

者
だ
ろ
う
か
。
国

連
総
会
で
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
と
並
ぶ
世
界
的
好
戦
派
に
成

長
し
た
安
倍
首
相
は
、
持
ち
時

間
の
ほ
と
ん
ど
を
「
対
話
の
道

は
消
え
た
、
圧
力
だ
」
と
北
朝

鮮
へ
の
さ
ら
な
る
制
裁
強
化
を

訴
え
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
費
や

し
た
▼
民
意
は
安
倍
政
権
に
批

判
的
だ
っ
た
。
疑
惑
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
さ
ず
、
支
持
率
は

凋
落
の
一
途
で
あ
っ
た
が
、
北

朝
鮮
に
よ
る
一
連
の
挑
発
行
為

に
対
し
、
甲
高
い
警
報
や
防
災

訓
練
で
恐
怖
心
を
あ
お
り
、
公

共
交
通
を
遮
断
し
て
怒
り
を
敵

に
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
支
持
率

は
向
上
の
兆
し
を
見
せ
た
▼

「
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
鎮
圧
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
一
旦
戦
争
が

起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
、
戦
争
が

終
わ
る
ま
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

出
番
は
な
い
」
折
々
の
こ
と
ば

で
、
鷲
田
清
一
さ
ん
は
坂
野
潤

治
『
帝
国
と
立
憲
』
の
一
節
を

紹
介
し
て
い
る
。
日
中
戦
争
の

勃
発
に
よ
っ
て
、
民
意
は
厭
戦

か
ら
あ
っ
け
な
く
好
戦
に
転
じ

た
と
い
う
▼
翻
っ
て
安
倍
首

相
。
こ
こ
に
き
て
唐
突
な
衆
議

院
の
解
散
で
あ
る
。
疑
惑
隠
し

に
加
え
、
消
費
税
の
使
途
を
変

更
し
て
の
争
点
隠
し
、
さ
ら
に

は
安
保
法
の
違
憲
議
論
を
打
ち

切
る
た
め
の
自
衛
隊
加
憲
に
よ

る
論
点
隠
し
な
ど
国
民
軽
視
も

甚
だ
し
い
大
義
な
き
解
散
で
あ

る
。
本
来
な
ら
国
会
で
の
徹
底

し
た
議
論
に
よ
り
審
議
を
尽
く

す
べ
き
と
こ
ろ
を
放
棄
し
て
の

安
易
な
解
散
は
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
ん
な
政
権
の
目

指
す
先
に
希
望
が
あ
る
の
か
。

攻
撃
的
な
猫
も
追
い
詰
め
ら
れ

た
北
の
ネ
ズ
ミ
に
も
そ
の
掌
中

に
は
核
の
ボ
タ
ン
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
（
九
）
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流
を
深
め
る
機
会
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　

分
科
会
は
、
医
科
・
歯
科 

・
薬
科
各
領
域
か
ら
、
日
常
診

療
で
の
経
験
や
症
例
、
日
常
業

務
に
お
け
る
気
づ
き
や
創
意
工

夫
な
ど
多
彩
な
内
容
か
ら
な

り
、
計
24
演
題
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企

画
は
、「
外
来
化
学
療
法
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
が
ん

患
者
が
増
え
る
中
、
近
年
広
が

っ
て
い
る
外
来
で
の
化
学
療
法

に
つ
い
て
、
医
師
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
問
題
提
起
を
い
た
だ
き
、

医
歯
薬
連
携
を
深
め
た
い
と
思

療
構
想
の
一
部
に
は
、
医
療
費

抑
制
の
影
が
ち
ら
つ
く
「
機
能

分
化
」
や
「
連
携
」
が
押
し
付

け
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
先

の
見
通
せ
な
い
〝
闇
〞
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
光
と
闇
の
中
、

今
年
も
日
常
診
で
は
、
医
療
現

場
で
の
様
々
な
問
題
点
や
そ
れ

ら
に
対
す
る
工
夫
や
事
例
を
紹

介
し
あ
い
、
医
療
者
同
士
の
交

興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
医

療
連
携
の
こ
れ
か
ら
〜
淡
い
光

と
深
い
闇
〜
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
に

は
、
患
者
さ
ん
を
中
心
と
し
た

医
療
機
関
同
士
や
多
職
種
に
よ

る
様
々
な
連
携
が
模
索
さ
れ
る

な
ど
、
少
な
か
ら
ず
〝
光
〞
が

差
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
地
域
医

　

協
会
の
秋
の
恒
例
行
事
、
第

26
回
目
と
な
る
日
常
診
療
経
験

交
流
会
（
日
常
診
）
を
、
10
月

29
日
（
日
）
に
神
戸
市
産
業
振

年
３
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
に
よ
り
要
治
療
の
子
ど
も
の

未
受
診
率
が
65
％
、
口
腔
崩
壊

の
子
ど
も
が
35
％
の
学
校
に
い

る
と
い
う
衝
撃
的
な
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
や
否
や
、
各
新
聞

　

協
会
は
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
取
り
組
み
と

し
て
、
兵
庫
県
の
全
て
の
小
中

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
を

対
象
に
「
２
０
１
６
年
度
学
校

歯
科
治
療
調
査
」
を
２
０
１
７

　

口
腔
内
で
見
ら
れ
る
健
康
格
差
と
そ
の
背
景
に
あ
る
貧
困
問

題
に
つ
い
て
知
ら
せ
よ
う
と
、
協
会
は
10
月
に
書
籍
『
口
か
ら

見
え
る
貧
困　

健
康
格
差
の
解
消
を
め
ざ
し
て
』
を
発
行
す

る
。
３
月
に
実
施
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
「
学
校
歯
科
治

療
調
査
」
の
結
果
や
、
貧
困
と
口
腔
内
の
健
康
格
差
の
関
係
に

つ
い
て
の
歯
科
医
療
・
教
育
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
の
見
解

を
盛
り
込
ん
だ
。
発
刊
に
あ
た
っ
て
、
吉
岡
正
雄
歯
科
部
会
長

の
談
話
を
掲
載
す
る
。

い
ま
す
。

　

文
化
部
会
員
作
品
展
「
あ
な

た
と
私
の
展
示
会
」、
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
医
院
新
聞
コ

ー
ナ
ー
、
生
薬
試
飲
コ
ー
ナ

ー
、
医
療
関
連
業
者
に
よ
る
展

示
会
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

展
示
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、 

並
行
企
画
も
多
彩
で
す
。

　

今
年
も
、
参
加
さ
れ
た
方
に

は
、
先
着
２
０
０
名
様
に
県
下

11
支
部
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た

各
地
の
特
産
品
を
差
し
上
げ
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に
。
そ
れ
で
は
、
先
生
方
は
じ

め
、
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
お
揃

い
で
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

第92回評議員会第92回評議員会（臨時（決算）総会・第40回共済制度委員会）（臨時（決算）総会・第40回共済制度委員会）

兵庫県保険医協会

11月19日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第92回評議員会　　・14時30分～　臨時（決算）総会

・14時50分～　第40回共済制度委員会・特別報告
「これからの金融情勢を読み解く（仮）」
　富国生命保険相互会社取締役常務執行役員　櫻井　祐記氏
・16時00分～ 特別講演
「国家戦略特区の正体」
　立教大学経済学部教授　郭　洋春氏（右写真）
【かく　やんちゅん】1959年生まれ。法政大学経済学部卒。立
教大学経済学研究科博士課程満期退学。専門は開発経済学。著
書に『国家戦略特区の正体　外資に売られる日本』『現代アジ
ア経済論』『TPP　すぐそこに迫る亡国の罠』ほか

10／２現在

782筆

FAX078－393－1802

　まだの方は、月刊保
団連10月号に同封の用
紙をご返送ください。

法
25
条
「
生
存
権
」
に
基
づ
き

社
会
保
障
と
し
て
の
歯
科
医
療

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性

を
発
信
し
て
い
く
よ
う
皆
様
に

も
ご
購
読
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

発
行　

ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

定
価
１
６
０
０
円
＋
消
費
税

　

ご
購
入
は
、
事
務
局
☎
078
―

393
―
１
８
０
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
078
―

393
―
１
８
０
２
、shin-ok@

doc-net.or.jp

ま
で
。
送
料

無
料

協
会
か
ら
の
寄
稿
、
愛
知
協
会

か
ら
の
提
案
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
口
腔
内
で
も
見

ら
れ
る
健
康
格
差
と
そ
の
背
景

に
あ
る
貧
困
問
題
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
、
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
な
ど
健
康
格
差
解
消
の

た
め
の
提
言
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。
巻
頭
に
は
宇
佐
美
宏
・
保

団
連
歯
科
代
表
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の

貧
困
と
口
腔
の
健
康
格
差
を
切

り
口
に
、
国
家
責
任
で
あ
る
憲

社
・
テ
レ
ビ
局
か
ら
取
材
が
殺

到
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
反
響
の
中
で
、
６

月
４
日
に
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
主

催
で
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
口

か
ら
見
え
る
貧
困　

健
康
格
差

の
解
消
を
め
ざ
し
て
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
冨
澤
洪
基
評
議
員

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
足

立
了
平
副
理
事
長
の
基
調
講

演
、
加
藤
擁
一
副
理
事
長
の
学

校
歯
科
治
療
調
査
の
結
果
報
告

と
合
わ
せ
て
、
教
育
関
係
者
と

し
て
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
す

す
め
る
兵
庫
の
会
事
務
局
長
の

井
山
和
重
氏
、
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
と
し
て
神
戸
新
聞
社
論
説
委

員
長
の
三
上
喜
美
男
氏
に
そ
れ

ぞ
れ
パ
ネ
ル
報
告
い
た
だ
き
、

貧
困
と
歯
科
の
健
康
格
差
の
関

係
と
そ
の
改
善
に
向
け
て
多
角

的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
書
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
講
演
と
報
告
の
記
録
を
も

と
に
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
現

場
の
養
護
教
員
、
学
校
歯
科
医

を
交
え
た
座
談
会
、
先
行
し
て

同
じ
調
査
を
実
施
し
た
六
府
県

（
岩
手
、
宮
城
、
長
野
、
三

重
、
大
阪
、
山
口
）
の
保
険
医

６面にプログラム６面にプログラム

1010
月月
2929
日（
日
）は
日
常
診
療
経
験
交
流
会
へ
！

日（
日
）は
日
常
診
療
経
験
交
流
会
へ
！

医
療
現
場
の
工
夫
や

医
療
現
場
の
工
夫
や

  

事
例
を
交
流
し
よ
う

事
例
を
交
流
し
よ
う

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民シンポジウム

子どもの貧困と口の健康
健康格差の解消をめざして

日　時　10月８日（日）14時～16時30分
会　場　協会５階会議室
報告①　 学校歯科治療調査結果からみた子どもの貧困
 協会副理事長　加藤擁一氏
報告②　子どもの貧困問題を可視化する公益財団法人
 あすのば事務局長　村尾政樹氏
報告③　子どもの口腔が映し出す貧困の実情　静岡県
 社会福祉士会副会長　安藤千晶氏
コーディネーター　神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科
 　教授　足立了平氏
※終了後、歯の健康相談（無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

健
康
格
差
解
消
の
た
め
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
一
冊
。

ぜ
ひ
ご
一
読
を
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
歯
科
治
療
調
査
か
ら

考
え
る
子
ど
も
の
貧
困

歯
科
部
会
長　

吉
岡　

正
雄

書籍『口から見える貧困』を出版

総選挙「投票に行こう～私の思い～」総選挙「投票に行こう～私の思い～」
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北阪神支部　医療・福祉制度学習会北阪神支部　医療・福祉制度学習会

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

内
海　

正
文
先
生

た
つ
の
市　

内
科

８
月
30
日 

享
年
72
歳

釜
田　

福
子
先
生

揖
保
郡　

歯
科

９
月
12
日 

享
年
69
歳

ん
が
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
は
落
語
家
が
担
当
す
る

と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
。

　

後
半
は
落
語
二
席
。
紋
四
郎

さ
ん
は
『
延
陽
伯
』、
吉
坊
さ

ん
は
納
涼
に
相
応
し
い
『
皿
屋

敷
』
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

口
演
後
は
懇
親
会
に
参
加
。

落
語
家
の
お
２
人
や
三
味
線
の

女
性
ら
と
、
南
京
町
の
中
華
料

理
店
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、

親
し
く
話
が
聞
け
た
。

　

来
年
に
は
大
阪
天
満
の
「
繁

昌
亭
」
に
次
い
で
、
新
開
地
に

「
喜
楽
館
」
と
い
う
常
設
寄
席

が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
兵
庫
の
落

語
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
、
近
く
で

通
え
る
寄
席
が
再
建
さ
れ
る
の

は
、
何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
。

し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
楽
し
み

が
で
き
て
、
ま
た
、
忙
し
く
な

る
。

 

【
三
木
市　

神
澤　

正
三
】

一
部
負
担
金
等
の
改
定
や
、
新

設
さ
れ
た
高
齢
運
転
者
の
認
知

症
診
断
に
関
す
る
助
成
制
度
等

に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
た
く
さ
ん

の
制
度
を
網
羅
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
窓
口
で
対
応
す
る
際

の
参
考
に
し
た
い
」「
テ
キ
ス

ト
に
は
複
雑
な
公
費
の
レ
セ
プ

ト
請
求
例
も
載
っ
て
い
る
の
で

助
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

同
書
籍
は
、
す
べ
て
の
公
費

負
担
医
療
制
度
を
網
羅
し
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
知
り
た
い
情

報
を
分
か
り
や
す
く
記
載
し
た

保
団
連
独
自
の
解
説
書
と
し
て

好
評
を
博
し
て
い
る
。

真
）
を
使
い
、
自
立
支

援
医
療
や
難
病
法
に
係

る
特
定
医
療
費
助
成
制

度
な
ど
、
様
々
な
公
費

医
療
制
度
に
関
し
て
網

羅
的
に
解
説
。
今
年
施

行
さ
れ
た
高
額
療
養
費

参
加
し
た
。

　

講
師
の
八
木
秀
満
副
議
長

は
、
保
団
連
発
行
の
『
公
費
負

担
医
療
等
の
手
引
』（
左
写

　

協
会
は
９
月
16
日
に
『
公
費

負
担
医
療
等
の
手
引
』
講
習
会

を
協
会
会
議
室
で
開
催
。
医
師

・
ス
タ
ッ
フ
な
ど
１
４
８
人
が

家
お
２
人
の
名
演

に
感
動
し
た
。

　

吉
朝
門
下
の
30

代
半
ば
の
実
力

派
、
桂
吉
坊
さ

ん
。
春
蝶
門
下
で

20
代
の
紋
四
郎
さ

ん
は
、
大
阪
大
学

工
学
部
を
卒
業
し

て
、
大
学
院
に
進

ん
だ
が
、
１
８
０

度
転
向
し
て
落
語

家
に
入
門
し
た
そ

う
だ
。

　

番
組
は
２
部
に

分
か
れ
て
い
て
、

約
２
時
間
息
も
つ
か
せ
ず
、
堪

能
で
き
た
。
前
半
は
演
者
の
自

己
紹
介
、
吉
坊
さ
ん
の
踊
り
の

ほ
か
、
お
囃
子
の
実
演
で
は
、

三
味
線
の
女
性
も
参
加
し
て
、

大
小
の
太
鼓
、
鉦か

ね

、
ど
ら
（
鉄

の
す
き
な
べ
の
よ
う
な
）
で
本

物
を
迫
力
満
点
で
味
わ
っ
た
。

鳴
り
物
は
そ
の
専
門
の
裏
方
さ

　

協
会
の
落
語
会
も
５
回
を
数

え
る
と
か
。
今
回
初
め
て
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
医
学
生

だ
っ
た
50
年
以
上
前
、
週
一
の

ペ
ー
ス
で
新
開
地
「
神
戸
松
竹

座
」
の
寄
席
に
通
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。

　

そ
の
頃
の
師
匠
た
ち
の
孫
か

ひ
孫
弟
子
く
ら
い
の
若
手
落
語

　

文
化
部
は
９
月
９
日
、
協
会

会
議
室
で
「
暑
気
払
い
！　

納

涼
保
険
医
寄
席
・
若
手
の
会
」

を
開
催
。
桂
吉
坊
氏
と
桂
紋
四

郎
氏
を
演
者
に
、
会
員
、
ス
タ

ッ
フ
、
家
族
ら
58
人
が
参
加
し

た
（
前
号
既
報
）。
神
澤
正
三

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

感
想
文

感
想
文

50年ぶりの寄席通い
 楽しみに

建物解体による　　　
アスベスト被害防ごう

西宮でアスベストシンポジウム西宮でアスベストシンポジウム

納涼落語企画

吉
坊
氏
は
山
村
流
の
踊
り
を
披
露

保団連発行書籍『公費負担医療等の
手引』（下）のポイントを解説 　　

検診でアスベスト曝露の実態調査を行う
べきと訴えた上田先生（左）　　　　　

複
雑
な
公
費
医
療
を

分
か
り
や
す
く
解
説

会
場
い
っ
ぱ
い
の
１
５
０
人
が
参
加

『
公
費
負
担
医
療
等
の
手
引
』講
習
会

◇
出
席　

28
人

◇
情
勢　

厚
労
省
は
２
０
１
８

年
度
予
算
の
概
算
要
求
と
し

て
、
過
去
最
大
の
規
模
の
31
兆

４
２
９
８
億
円
を
求
め
た
。
こ

の
う
ち
社
会
保
障
の
「
自
然

増
」
は
６
３
０
０
億
円
で
、
政

府
は
５
０
０
０
億
円
へ
の
圧
縮

を
行
う
方
針
を
固
め
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

診
療
報
酬

引
き
上
げ
・
患
者
負
担
引
き
下

げ
を
求
め
る
会
員
署
名
の
実
施

状
況
、
保
団
連
中
央
要
請
行
動

の
日
程
と
参
加
予
定
者
、
神
戸

市
長
選
挙
情
勢
、
大
型
宣
伝

（
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
、

ラ
ジ
オ
関
西
「
医
療
知
ろ

う
」）
の
具
体
化
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
医
療
活
動　

①
﹇
８
／
９
中

医
協
総
会
﹈
来
年
度
改
定
に
向

け
た
「
第
一
ラ
ウ
ン
ド
議
論
」

気
づ
き
、
患
者
様
の
活
路
を
見

出
す
お
手
伝
い
が
で
き
る
、
そ

ん
な
医
療
機
関
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
診
療
報
酬
と
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
の
年
で
す
。
よ

り
多
く
の
患
者
様
が
安
心
し
て

療
養
で
き
る
、
そ
ん
な
制
度
に

な
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
伊
丹
市
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
藤

 

職
員　

宮
内　

真
弓
】

だ
っ
た
の
か
」
と
リ
ン
ク
し
て

と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。

　

特
に
、
年
金
の
受
け
取
れ
る

基
準
、
身
体
障
が
い
者
診
断
の

基
準
等
は
、
知
っ
て
い
る
と
診

療
所
と
し
て
も
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
話
せ
る
信

頼
関
係
に
つ
い
て
も
ご
教
示
い

た
だ
き
、「
話
を
し
て
も
大
丈

夫
な
人
か
は
ひ
と
目
で
分
か
り

ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
は
ド

キ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
参
加
し
、
医

た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
勤
務
す

る
診
療
所
も
、
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
で
、
た
く
さ
ん
の
在
宅

患
者
様
を
か
か
え
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
経
済
的
負
担
や

家
族
の
介
護
負
担
が
大
き
く
、

本
人
は
在
宅
医
療
を
希
望
し
て

い
て
も
、
そ
れ
を
叶
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
断
念
す

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
今
回
の
研
修
は

大
変
興
味
深
く
、
ど
こ
に
尋
ね

て
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
疑

問
や
、
患
者
様
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
こ
と
が
、「
こ
の
こ
と

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

　

堺
市
議
か
ら
は
、
堺
市
は

「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
推
進
本

部
」
を
設
置
し
、
総
合
的
か
つ

効
果
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が

進
め
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
各
自
治
体
で
も
同
様
に
包

括
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
行

う
部
署
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
訴
え
が
あ
っ
た
。

住
民
が
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
、

対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
飛

散
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

他
に
、
各
地
の
市
民
グ
ル
ー

プ
が
報
告
。
さ
い
た
ま
の
市
民

は
、
毒
性
の
強
い
青
石
綿
が
商

店
街
の
天
井
か
ら
落
下
し
て
き

た
事
例
や
行
政
の
対
応
な
ど
を

報
告
し
、
行
政
お
よ
び
市
民
に

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
知
っ

べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
代
表
で
、
民
間
団

体
「
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス

ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
永
倉
冬

史
事
務
局
長
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
引
き
起
こ
す
中
皮
腫
や
、
肺

が
ん
に
よ
る
死
者
数
が
年
々
増

え
て
い
る
こ
と
を
デ
ー
タ
で
示

し
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
が
大

量
に
使
用
さ
れ
た
建
築
物
の
解

体
工
事
が
今
後
増
え
る
こ
と
は

明
白
だ
。
作
業
労
働
者
や
周
辺

が
参
加
し
た
。

　

協
会
の
上
田
進
久
評
議
員
が

代
表
を
務
め
る
「
ス
ト
ッ
プ　

ザ　

ア
ス
ベ
ス
ト
西
宮
」
な

ど
、
全
国
各
地
の
市
民
団
体
で

つ
く
る
「
ア
ス
ベ
ス
ト
市
民
ネ

ッ
ト
」
の
主
催
。
協
会
が
後
援

を
行
っ
た
。

　

上
田
先
生
が
「《
ア
ス
ベ
ス

ト
検
診
》
を
大
い
に
活
用
し
よ

う
」
と
題
し
講
演
。
各
市
町
が

行
う
肺
が
ん
検
診
の
項
目
に
、

　

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て

広
く
知
ら
せ
よ
う
と
、
西
宮
市

内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
身
近
に

潜
む
ア
ス
ベ
ス
ト
―
そ
の
危
険

と
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
」
が

９
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国

各
地
に
起
こ
っ
て
い
る
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
が
報
告
・
交
流
さ
れ

た
。
１
５
０
人
を
超
え
る
市
民

が
参
加
し
、
協
会
か
ら
森
岡
芳

雄
副
理
事
長
、
大
森
公
一
理
事

　

北
阪
神
支
部
は
９
月
９
日

に
伊
丹
市
内
で
「
医
療
機
関

で
知
っ
て
お
き
た
い
医
療
・

福
祉
の
役
立
つ
制
度
」
を
テ

ー
マ
に
学
習
会
を
行
っ
た
。

神
戸
女
子
大
学
講
師
の
阿
江

善
春
氏
が
講
演
し
、
会
員
・

ス
タ
ッ
フ
ら
49
人
が
参
加
し

た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
藤
職
員

の
宮
内
真
弓
氏
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

今
回
「
医
療
・
福
祉
制
度

学
習
会
」
に
参
加
さ
せ
て
い

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す

る
記
載
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、《
ア
ス
ベ
ス

ト
検
診
》
に
つ
い
て

も
、
職
業
曝
露
に
関

す
る
項
目
の
み
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
や

建
物
解
体
に
伴
う
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
な

ど
、
環
境
曝
露
に
関

す
る
項
目
を
追
加

し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
曝

露
の
実
態
調
査
を
す

療
機
関
に
勤
務
す
る
上

で
、
よ
り
多
く
の
情
報
を

収
集
し
て
必
要
な
情
報
を

正
確
に
伝
え
て
あ
げ
る
こ

と
、
ま
た
、
相
手
が
話
し

や
す
く
、
信
頼
で
き
る
人

間
関
係
を
築
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
悩
ん
で
い

る
こ
と
に
少
し
で
も
早
く

の
概
要
、
②
﹇
９
／
６
社
会
保

障
審
議
会　

医
療
保
険
部
会
﹈

来
年
度
改
定
に
向
け
た
基
本
方

針
議
論
、
③
臍
帯
血
を
使
っ
た

無
届
け
再
生
医
療
で
販
売
業
者

や
医
師
ら
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

◇
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

市
民
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
子
ど
も
の
貧
困

と
口
の
健
康　

健
康
格
差
の
解

消
を
目
指
し
て
（
10
／
８
）」

が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

①
北
朝
鮮
の

核
実
験
に
対
し
抗
議
声
明
を
発

表
す
る
こ
と
、
②
中
野
晃
一
上

智
大
教
授
講
演
会
の
前
売
り
券

の
買
い
取
り
が
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
文
化
部　

「
暑
気
払
い
！
納

涼
保
険
医
寄
席
」
企
画
の
演
者

の
桂
吉
坊
氏
・
桂
紋
四
郎
氏
が

あ
い
さ
つ
、
参
加
を
よ
び
か
け

た
。

（
９
月
９
日　

理
事
会
よ
り
）

正確な情報で　　
患者の信頼を得る

障
が
い
者
診
断
の
基
準
な
ど
医
療
・
福
祉
の

役
立
つ
制
度
に
つ
い
て
解
説
す
る
阿
江
氏　

※
購
入
（
会
員
価
格
１
冊

４
０
０
０
円
）
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
協
会
事
務
局

☎
078
―
393
―
１
８
４
０
ま

で
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

た
い
。

ライフプランセミナー

証券投資の基礎（債券について）
日　時　11月11日（土）15時30分～17時　　会　場　協会６階会議室
講　師　野村證券株式会社神戸支店ファイナンシャルアドバイザー　原田丈士氏

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで
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10
月
８
日
告
示
、
22
日
投
開

票
で
行
わ
れ
る
神
戸
市
長
選
挙

に
つ
い
て
、
神
戸
支
部
は
、
９

月
21
日
の
支
部
幹
事
会
で
検
討

を
行
い
、
開
業
医
の
要
求
案

（
次
号
掲
載
予
定
）
実
現
を
求

め
、
全
候
補
者
に
要
請
し
、
候

補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

な
ど
と
す
る
対
応
を
確
認
し

た
。
全
文
を
掲
載
す
る
。

１
、
首
長
選
挙
に
対
す
る
協
会

の
基
本
方
針

　

協
会
は
、「
保
険
医
の
要
求

を
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
実
現
す

る
無
党
派
の
候
補
で
、
し
か
も

民
主
的
な
審
議
を
経
て
支
持
で

き
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
推

薦
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
」
と

の
立
場
を
基
本
に
、
推
薦
す
る

場
合
で
も
「
会
員
の
思
想
信

条
、
政
治
活
動
の
自
由
を
保
障

す
る
」
と
し
て
、
選
挙
活
動
は

支
援
す
る
有
志
の
会
で
行
っ
て

き
た
。

２
、
神
戸
市
長
選
挙
に
対
す
る

２
０
１
３
年
ま
で
の
主
な
経
過

　

神
戸
市
は
政
令
指
定
都
市
と

し
て
県
と
同
等
の
重
み
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
神
戸
市
長
選
挙
に

対
し
て
は
、
宮
崎
市
政
の
第
２

期
（
73
年
）
以
来
、
協
会
の
要

求
か
ら
市
政
を
検
証
、
評
価
し

て
推
薦
し
て
き
た
。

　

神
戸
支
部
結
成
以
後
は
、
支

部
と
県
協
会
が
協
力
し
な
が
ら

対
応
し
、
宮
崎
市
政
を
継
承
し

た
笹
山
市
政
を
推
薦
し
た
。

　

し
か
し
震
災
後
、
１
９
９
７

年
の
市
長
選
挙
で
は
、
支
部
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
63
％
が
「
笹

山
市
政
を
支
持
し
な
い
」
と
す

る
な
ど
震
災
復
興
へ
の
姿
勢
に

不
満
が
高
ま
り
、
協
会
は
、
広

範
な
市
民
団
体
が
集
ま
っ
た

「
た
て
な
お
そ
う
神
戸
市
民
の

会
」
が
擁
立
し
た
大
西
和
雄
氏

（
医
師
・
協
会
評
議
員
）
を
推

薦
。
２
０
０
１
年
に
は
、「
た

て
な
お
そ
う
神
戸
・
市
民
の

会
」
が
擁
立
し
た
木
村
史
暁
元

日
銀
支
店
長
を
推
薦
し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
は
、
神
戸
市

政
の
刷
新
を
求
め
る
「
神
戸
再

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
、

同
会
が
擁
立
し
、
日
本
共
産
党

と
新
社
会
党
が
推
薦
し
た
せ
と

恵
子
氏
を
推
薦
し
た
。
２
０
０

９
年
の
市
長
選
挙
で
は
、「
神

戸
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
内
部

の
意
見
の
違
い
に
よ
り
、
統
一

し
た
候
補
者
擁
立
に
は
い
た
ら

ず
、
協
会
は
政
策
協
定
を
む
す

べ
な
い
樫
野
孝
人
氏
は
推
薦
で

き
な
い
と
し
て
、
各
候
補
者
に

要
求
実
現
を
働
き
か
け
る
こ
と

に
し
た
。

　

２
０
１
３
年
に
は
、「
市
民

に
あ
た
た
か
い
神
戸
を
つ
く
る

会
」
が
発
足
し
貫
名
ユ
ウ
ナ
氏

を
候
補
者
と
し
て
擁
立
し
た

が
、
同
氏
は
日
本
共
産
党
の
総

選
挙
小
選
挙
区
候
補
者
で
あ

り
、
無
党
派
の
候
補
者
と
し
て

会
員
の
信
頼
を
得
る
こ
と
は
困

難
と
判
断
し
、
支
持
推
薦
は
行

わ
な
か
っ
た
。

３
、
２
０
１
７
年
市
長
選
挙
へ

の
対
応

　

矢
田
市
政
を
継
承
し
た
久
元

喜
造
現
市
長
は
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
を
政
令
指
定
都
市
ト
ッ

プ
水
準
に
拡
大
し
、
母
子
家
庭

等
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
も

緩
和
、
災
害
援
護
資
金
の
債
権

を
放
棄
、
神
戸
空
港
は
運
営
権

売
却
で
市
営
空
港
方
針
を
転
換

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
市
政

に
見
ら
れ
な
い
前
進
面
や
変
化

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
移
転
を
推
進

し
、
復
興
住
宅
か
ら
の
追
い
出

し
な
ど
被
災
者
に
冷
た
い
姿
勢

を
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
三
宮

再
開
発
や
「
神
戸
港
将
来
構
想

（
案
）」
で
第
４
の
埋
立
て
島

を
構
想
す
る
な
ど
、
市
民
の
声

を
聞
か
な
い
ま
ま
に
大
規
模
開

発
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

神
戸
空
港
は
運
営
権
を
売
却
し

て
も
債
務
完
済
の
見
通
し
は
な

く
市
民
の
負
担
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
医
療

費
無
料
化
の
公
約
を
撤
回
し
、

安
倍
内
閣
の
立
憲
主
義
を
無
視

し
た
暴
挙
に
も
迎
合
し
て
市
民

の
憲
法
集
会
へ
の
賛
同
を
拒
否

す
る
な
ど
、
市
民
本
位
と
は
言

え
な
い
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
久
元
市
長

を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

「
市
民
に
あ
た
た
か
い
神
戸

を
つ
く
る
会
」
が
、
松
田
隆
彦

日
本
共
産
党
県
委
員
長
を
擁
立

し
た
が
、
前
回
と
同
様
の
陣
営

で
あ
り
、
協
会
・
神
戸
支
部
の

基
本
方
針
に
照
ら
し
て
支
持
推

薦
は
困
難
で
あ
る
。
他
の
候
補

者
に
つ
い
て
も
支
持
推
薦
す
る

条
件
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

以
上
か
ら
神
戸
支
部
は
、
今

次
市
長
選
挙
で
は
特
定
候
補
者

を
支
持
推
薦
す
る
こ
と
は
行
わ

ず
、「
開
業
保
険
医
師
・
歯
科

医
師
の
要
求
（
案
）」
の
実
現

を
求
め
て
全
候
補
者
に
要
請
す

る
こ
と
、
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
な
ど
に
よ
り
会
員
に
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
、
久
元
市

政
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
な

ど
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

２
０
１
７
年
９
月
21
日　

支
部

幹
事
会

 

神
戸
支
部
長　

田
中　

孝
明

医療関係者や住民らが集まり、但馬の医療
を守るため意見を交換しあった　　　　　

医
師
不
足
の
解
決
で

但
馬
の
医
療
守
ろ
う

無
床
化
問
題
に
つ
い
て
報

告
。
協
会
但
馬
支
部
も
会
員

医
療
機
関
に
協
力
を
呼
び
か

け
た
署
名
が
、
患
者
や
老
人

会
な
ど
の
協
力
で
７
０
０
０

筆
を
超
え
、
地
区
の
区
長
ら

に
よ
る
住
民
署
名
と
合
わ
せ

日
高
住
民
の
多
数
が
署
名
す

る
住
民
大
運
動
と
な
っ
た
と

し
、
同
医
療
セ
ン
タ
ー
の
入

院
機
能
を
守
る
運
動
を
さ
ら

に
進
め
る
よ
う
呼
び
か
け

た
。

　

後
半
に
は
、「
県
内
の
公

立
病
院
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
兵
庫
の
地
域
医

療
を
守
る
会
代
表
の
今
西
清
氏

が
講
演
。
２
０
０
７
年
に
但
馬

地
域
か
ら
公
立
病
院
の
再
編
が

始
ま
り
、
２
０
１
５
年
以
降
、

さ
ら
な
る
再
編
に
よ
る
病
床
削

減
、
病
院
の
統
廃
合
が
県
下
各

地
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
依
然

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

谷
垣
但
馬
支
部
長
は
「
今

回
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
は
30

床
程
度
の
入
院
機
能
を
残
し
、

第
２
期
計
画
で
再
考
す
る
と
の

方
針
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、

医
師
不
足
に
よ
る
現
場
の
疲
弊

は
依
然
続
い
て
い
る
。
同
医
療

セ
ン
タ
ー
の
医
師
不
足
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
解
決
に
つ
い
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
発
言

し
、
引
き
続
き
県
、
自
治
体
、

病
院
組
合
へ
の
要
請
を
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
し

た
。

地
元
医
師
と
し
て
谷
垣
正
人
協

会
但
馬
支
部
長
が
出
席
し
た
。

　

同
会
代
表
の
千
葉
裕
た
じ
ま

医
療
生
協
理
事
長
が
、
こ
の
間

の
公
立
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
の

　

但
馬
地
域
の
医
療
関
係
者
や

住
民
な
ど
で
つ
く
る
「
地
域
医

療
を
ま
も
る
但
馬
の
会
」
が
８

月
28
日
に
２
０
１
７
年
度
第
１

回
総
会
を
豊
岡
市
内
で
開
催
、

地
域
医
療
を
ま
も
る
但
馬
の
会
総
会

２
０
１
７
年
神
戸
市
長
選
挙
に
お
け
る

　
　
　
　

神
戸
支
部
の
対
応
に
つ
い
て

〈パルクス注の減点・復活事例〉

（患者）国保・女性
（診療年月）2016年９月
（主な傷病名・診療開始月）閉塞性動脈
硬化症（2015年３月14日）、閉塞性血栓

血管炎（2016年８月９日）、末梢神経障

害性疼痛（2016年９月15日）

（主な請求内容）

（12）再診料 72×９

（33）点滴注射（その他） 49×６

　　　大塚生食注100ml １瓶

　　　パルクス注ディスポ10μg ２ml 

　　　１筒 460×６

（40） 消炎鎮痛等処置（器具等による

療法） 35×５

（返戻内容）
　国保連合会より、パルクス注が過剰と

してＢ査定

・点滴注射（その他） 49×６　→　０

・ 大塚生食注100ml １瓶・パルクス注デ

ィスポ10μg ２ml １筒

 460×６　→　０

（協会コメント）
　パルクス注は、「閉塞性動脈硬化症に

おける四肢潰瘍ならびに安静時疼痛の改

善」に対して適応が認められているとこ

ろですが、高薬価薬ということもあり、

急性増悪時に短期間投与するケース以外

では査定される傾向があるようです。急

性増悪などによる静注の必要性や投与後

の改善状況などについて、具体的にコメ

ントのうえ再請求されてみてはいかがで

しょうか。

（主治医再審査請求コメント）
　閉塞性動脈硬化症、閉塞性血栓血管炎

により、リマプロスト６錠内服し経過を

見るも効果なく、両下肢痛増強のため、

９月よりパルクス開始とする。

　11月には症状改善傾向となり跛行も改

善。歩行状態も良くなったためパルクス

中止とし、内服薬に戻し、経過観察とし

た。

（再審査請求結果） 
復活

淡路島牧場での乳搾り体験と
 ウェスティンホテル淡路でバイキング
日　時　 10月22日（日）JR相生駅８

時、JR姫路駅８時40分集合
参加費　１人8000円

■姫路・西播支部■バスツアー
日　時　10月21日（土）15時～17時
会　場　協会５階会議室
講　師　 済生会兵庫県病院・感染管理

認定看護師　小川麻由美氏
参加費　1000円（受講証を発行）

■神戸支部■院内感染対策研修会

お問合せは共済部ま
で０７８-３９３-１８０５

保険医協会の共済制度普及 好評受付中！

所得補償保険、 医賠責、 団体割引きの自動車保険と火災保険

中長期の資産運用に最適 10月25日締切

予定利率1.259％（昨年度は上乗せ配当と合わせて1.361％）

団体定期
生命保険 

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障

■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 過去８年の平均配当率46％

保険の見直しに効果大
ネット生保と比べてみてください

■ 最長75歳まで保障
■ いつでも増額・減額OK

病気やケガで休んだ時も安心 最長75歳まで、730日の充実保障／自宅療養、代診
をおいても給付／弔慰・高度障害給付あり／脱退給
付金あり／精神疾患も給付

月払１万～30万円･一時払（毎回）50万～ 2000万円

年金保険なのに自在性が魅力
まとまった資金は「一時払」で上乗せ

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金
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大義なき解散　社会保障削減に審判を大義なき解散　社会保障削減に審判を

２０１７年(平成２９年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８５８号 （４）

　

10
月
10
日
公
示
・
10
月
22
日

投
開
票
で
行
わ
れ
る
総
選
挙
に

あ
た
っ
て
、
協
会
は
９
月
27

日
、
医
療
・
福
祉
を
中
心
と
し

た
争
点
と
各
党
の
政
策
に
つ
い

て
座
談
会
を
行
っ
た
。
司
会
は

加
藤
擁
一
政
策
部
長
（
副
理
事

長
）
が
務
め
、
西
山
裕
康
理
事

長
、
武
村
義
人
・
辻
一
城
・
足

立
了
平
各
副
理
事
長
、
幸
田
雄

策
政
策
部
員
が
参
加
し
た
。

大
義
な
き
解
散

大
義
な
き
解
散

　

加
藤　

突
然
の
解
散
・
総
選

挙
と
な
っ
た
が
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
解
散
を
ど
う
み
る

か
。

　

武
村　

そ
も
そ
も
、
６
月
か

ら
野
党
は
憲
法
53
条
に
基
づ
い

て
臨
時
国
会
の
開
会
を
要
求
し

て
い
た
。
そ
れ
を
３
カ
月
放
置

し
、
い
よ
い
よ
臨
時
国
会
の
開

会
に
あ
た
っ
て
冒
頭
解
散
と
い

う
の
は
、
憲
法
を
な
い
が
し
ろ

に
し
た
、
安
倍
首
相
の
国
会
私

物
化
で
あ
る
と
思
う
。

　

辻　

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
安
倍

首
相
は
「
森
友
」「
加
計
」
学

園
問
題
を
問
わ
れ
る
と
、
非
常

に
歯
切
れ
が
悪
い
。
や
は
り
、

「
森
友
」「
加
計
」
学
園
問
題

で
野
党
の
追
及
を
恐
れ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
答
え

ず
、
野
党
や
国
民
の
批
判
を
か

わ
す
た
め
に
国
会
を
解
散
し
て

し
ま
う
の
だ
か
ら
言
論
封
殺
と

し
か
言
え
な
い
。
そ
れ
に
８
月

に
行
わ
れ
た
内
閣
改
造
は
な
ん

だ
っ
た
の
か
。
安
倍
首
相
は

「
仕
事
人
内
閣
」
な
ど
と
言
っ

て
い
た
が
、
行
っ
た
仕
事
は
江

崎
鉄
磨
沖
縄
・
北
方
担
当
大
臣

が
就
任
直
後
に
、
北
方
領
土
問

題
で
自
分
を
「
素
人
」
と
認

め
、
国
会
で
は
「
答
弁
書
を
朗

読
す
る
」
と
発
言
し
、
批
判
を

受
け
た
く
ら
い
だ
。

　

幸
田　

安
倍
首
相
は
自
分
が

首
相
の
う
ち
に
改
憲
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
や
り
た
い
の
だ
ろ

う
。
野
党
の
選
挙
準
備
が
整
わ

　

加
藤　

今
回
、
消
費
税
増
税

分
を
国
の
借
金
返
済
か
ら
社
会

保
障
の
充
実
に
ま
わ
す
と
政
府

が
言
い
出
し
た
の
だ
か
ら
、
こ

れ
ま
で
が
誤
り
だ
と
自
ら
認
め

た
こ
と
に
な
る
。

　

足
立　

そ
も
そ
も
逆
進
性
が

高
く
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重

く
な
る
消
費
税
を
社
会
保
障
の

財
源
に
す
る
の
は
、
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
は

空
前
の
経
常
利
益
を
上
げ
る
大

企
業
や
株
高
で
儲
け
て
い
る
富

裕
層
に
対
す
る
減
税
を
や
め
、

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る

べ
き
だ
と
主
張
し
て
き
た
。

と
口
に
し
て
も
お
よ
そ
信
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

足
立　

全
く
だ
。
第
２
次
安

倍
政
権
の
発
足
以
来
、
彼
ら
は

国
会
の
た
び
に
医
療
・
社
会
保

障
制
度
改
悪
を
実
施
し
て
き

た
。

　

加
藤　

医
療
・
介
護
の
患
者

・
利
用
者
負
担
増
で
は
、
70
歳

か
ら
74
歳
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
引
き
上
げ
、
一
定
の
所
得
以

上
の
層
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
を
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上

げ
、
さ
ら
に
所
得
の
多
い
層
に

は
３
割
負
担
を
導
入
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
ま
た
、
高
額
療
養

費
制
度
や
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
制

度
も
上
限
を
引
き
上
げ
た
し
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
と
高
齢

者
の
光
熱
水
費
引
き
上
げ
、
介

護
保
険
の
食
費
・
居
住
費
の
軽

減
制
度
も
改
悪
し
て
し
ま
っ

た
。
さ
ら
に
紹
介
状
な
し
の
大

病
院
受
診
時
に
は
初
診
料
に
加

え
て
５
０
０
０
円
以
上
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

制
度
も
創
設
し
た
。

　

武
村　

患
者
・
利
用
者
負
担

増
だ
け
で
は
な
い
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
特
例

軽
減
措
置
の
廃
止
な
ど
も
、
高

齢
者
世
帯
に
は
非
常
に
厳
し
い

制
度
改
悪
だ
。

　

辻　

こ
れ
ら
制
度
改
悪
の
背

景
に
は
患
者
や
利
用
者
負
担
を

引
き
上
げ
て
、
医
療
や
介
護
を

な
る
べ
く
利
用
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
、
社
会
保
障
費
を
抑
制
す

る
と
い
う
政
府
の
大
方
針
が
あ

る
。

　

加
藤　

一
方
で
、
医
療
提
供

体
制
の
改
悪
も
進
め
ら
れ
た
。

　

西
山　

安
倍
自
公
政
権
の
下

で
は
、
都
道
府
県
は
地
域
医
療

構
想
と
し
て
２
次
医
療
圏
ご
と

に
２
０
２
５
年
の
必
要
病
床
数

を
推
計
し
、
そ
の
数
字
ま
で
病

床
を
減
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

兵
庫
県
で
も
６
０
０
床
以
上
の

病
床
が
削
減
さ
れ
る
。
し
か

も
、
そ
の
た
め
に
知
事
は
公
立

病
院
に
は
病
床
削
減
や
転
換
を

命
令
で
き
る
し
、
民
間
医
療
機

関
に
も
勧
告
を
行
う
と
し
て
い

る
。

　

武
村　

地
域
の
実
態
を
無
視

し
た
強
引
な
病
床
削
減
が
進
む

お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
も
、
２

０
２
５
年
と
い
え
ば
日
本
で
高

齢
化
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
時
期

だ
。
今
で
さ
え
、
入
院
が
必
要

な
患
者
さ
ん
が
早
期
退
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の

に
、
さ
ら
に
病
床
を
削
減
し
て

し
ま
え
ば
、
今
ま
で
以
上
に
行

き
場
の
な
い
患
者
さ
ん
が
出
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　

足
立　

政
府
は
自
宅
や
介
護

施
設
を
受
け
皿
に
す
る
と
し
て

い
る
が
、
現
場
の
医
師
は
在
宅

医
療
ま
で
手
が
回
ら
な
い
こ
と

も
多
い
し
、
そ
も
そ
も
介
護
施

設
も
数
が
ま
っ
た
く
足
り
て
い

な
い
。

　

加
藤　

そ
ん
な
な
か
、
来
年

４
月
に
は
診
療
報
酬
改
定
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

辻　

安
倍
政
権
の
下
で
は
全

く
プ
ラ
ス
改
定
は
期
待
で
き
な

い
。
前
回
の
診
療
報
酬
改
定
で

も
結
局
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な

っ
た
。
こ
れ
も
毎
年
の
社
会
保

障
費
の
増
加
を
５
０
０
０
億
円

に
抑
制
す
る
と
い
う
方
針
に
基

づ
く
も
の
だ
。

　

武
村　

来
年
も
こ
の
方
針
は

継
続
す
る
と
し
て
お
り
、
今
回

も
診
療
報
酬
は
マ
イ
ナ
ス
改
定

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
今
回

の
総
選
挙
で
は
、
ぜ
ひ
診
療
報

酬
の
プ
ラ
ス
改
定
を
掲
げ
る
政

党
に
大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

幸
田　

そ
も
そ
も
安
倍
政
権

は
４
年
連
続
で
賃
上
げ
を
実
現

し
た
と
そ
の
成
果
を
誇
っ
て
い

る
が
、
４
０
０
万
人
と
も
い
わ

れ
る
医
療
・
介
護
従
事
者
の
賃

金
の
原
資
で
あ
る
診
療
報
酬
や

介
護
報
酬
は
な
ぜ
引
き
上
げ
を

行
わ
な
い
の
か
。

　

足
立　

歯
科
医
療
の
分
野
で

も
医
療
費
が
抑
制
し
続
け
ら

れ
、
地
域
の
現
場
は
疲
弊
し
て

い
る
。
社
会
保
障
の
充
実
を
言

う
な
ら
、
歯
科
の
医
療
費
を
き

ち
ん
と
引
き
上
げ
て
、
歯
科
医

師
は
も
ち
ろ
ん
、
歯
科
技
工
士

や
歯
科
衛
生
士
の
待
遇
を
改
善

し
、
国
民
に
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
だ
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
失
敗

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
失
敗

　

加
藤　

経
済
政
策
に
つ
い
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

足
立　

自
民
党
は
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
の
成
果
に
つ
い
て
、

「
戦
後
２
番
目
の
好
景
気
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、
誰
も
が

実
感
で
き
る
よ
う
な
総
仕
上
げ

を
行
う
と
訴
え
て
い
る
。

　

西
山　

し
か
し
、「
誰
も
が

実
感
で
き
る
よ
う
な
」
と
い
う

よ
う
に
、
多
く
の
国
民
に
は
実

感
が
な
い
の
が
現
実
で
、
問
題

だ
。
個
人
消
費
は
伸
び
悩
み
、

「
実
質
賃
金
」
も
前
年
比
０
・

７
％
増
と
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

デ
フ
レ
も
脱
却
で
き
て
い
な

い
。

　

武
村　

一
方
、
大
企
業
の
業

績
は
非
常
に
よ
い
。
２
０
１
６

年
度
の
法
人
企
業
統
計
で
は
、

企
業
の
経
常
利
益
は
前
年
度
比

９
・
９
％
増
の
74
兆
９
８
７
２

億
円
で
過
去
最
高
。
内
部
留
保

も
７
・
５
％
増
の
４
０
６
兆
２

３
４
８
億
円
で
過
去
最
高
額

だ
。

　

幸
田　

や
は
り
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
は
一
般
の
国
民
生
活
そ

っ
ち
の
け
で
、
大
企
業
や
富
裕

層
の
み
に
富
を
も
た
ら
し
、
格

差
を
広
げ
た
だ
け
だ
。

　

辻　

政
府
は
財
政
赤
字
で
、

国
民
の
多
く
も
生
活
は
厳
し

い
。
国
民
生
活
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
は
、
空
前
の
利
益
を
上

げ
て
い
る
大
企
業
に
応
分
の
負

担
を
さ
せ
て
、
社
会
保
障
の
充

実
に
ま
わ
し
、
国
民
生
活
を
支

え
て
個
人
消
費
を
底
上
げ
す
る

と
い
う
持
続
可
能
な
景
気
回
復

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

加
藤　

雇
用
も
大
切
だ
。
正

規
雇
用
を
増
や
し
賃
金
を
引
き

上
げ
れ
ば
、
国
民
が
豊
か
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
所
得
税
や
社

会
保
険
料
も
増
え
る
。
そ
れ
を

さ
ら
に
社
会
保
障
に
ま
わ
せ

ば
、
景
気
の
好
循
環
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

幸
田　

確
か
に
財
政
出
動
は

必
要
だ
が
、
何
に
使
う
か
が
大

切
だ
。
本
当
に
国
民
の
生
活
に

な
い
う
ち
に
解
散
し
、
今
回
の

総
選
挙
で
勝
利
し
、
来
年
の
自

民
党
総
裁
選
で
の
３
選
を
狙
っ

て
い
る
。
非
常
に
身
勝
手
な
解

散
だ
。

　

西
山　

今
ま
で
の
議
論
の
通

り
で
今
回
の
総
選
挙
に
は
大
義

も
争
点
も
な
い
。
争
点
と
い
う

な
ら
、
共
謀
罪
や
特
定
秘
密
保

護
法
、
安
保
法
な
ど
国
論
が
二

分
さ
れ
て
い
た
時
期
こ
そ
国
民

に
信
を
問
う
べ
き
だ
っ
た
。
消

費
税
の
使
い
道
や
北
朝
鮮
へ
の

対
応
な
ど
は
、
国
会
で
き
ち
ん

と
議
論
を
す
べ
き
こ
と
が
ら

だ
。
ど
の
政
権
で
あ
れ
、
こ
の

よ
う
な
前
例
は
許
す
べ
き
で
な

い
。明

ら
か
に
な
っ
た「
消
費
税
増
税

明
ら
か
に
な
っ
た「
消
費
税
増
税

は
社
会
保
障
の
た
め
」の
嘘

は
社
会
保
障
の
た
め
」の
嘘

　

加
藤　

首
相
は
２
０
１
９
年

10
月
に
予
定
し
て
い
る
消
費
税

増
税
で
、
増
税
分
の
使
途
を

「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
の
実

現
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
つ
い

て
国
民
の
信
を
問
う
な
ど
と
し

て
い
る
が
。

　

辻　

消
費
税
増
税
分
を
す
べ

て
社
会
保
障
に
ま
わ
す
と
い
う

の
は
、
民
進
党
の
代
表
選
の
際

に
、
前
原
誠
司
氏
が
掲
げ
て
い

た
政
策
だ
。
そ
れ
を
横
取
り
し

て
、
自
民
党
の
政
策
と
し
て
国

民
の
信
を
問
う
と
い
う
の
は
、

露
骨
な
争
点
隠
し
で
、
ま
さ
に

「
抱
き
つ
き
」
戦
法
だ
。

　

西
山　

こ
れ
ま
で
も
政
府

は
、
消
費
税
増
税
分
は
す
べ
て

社
会
保
障
に
使
っ
て
き
た
と
言

い
張
っ
て
き
た
。
私
た
ち
は
消

費
税
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
実

際
に
社
会
保
障
の
充
実
に
は
一

部
し
か
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
大

半
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な
ど

他
の
財
源
を
減
ら
し
、
消
費
税

と
付
け
替
え
た
だ
け
か
国
の
借

金
返
済
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
と

主
張
し
て
き
た
（
図
１
）。
そ

れ
で
も
政
府
は
国
の
借
金
返
済

に
使
っ
た
分
も
「
後
代
へ
の
負

担
の
つ
け
回
し
の
軽
減
」
と
言

い
「
社
会
保
障
の
安
定
に
寄

与
」
し
て
い
る
な
ど
と
ご
ま
か

し
て
来
た
。
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幸
田　

そ
の

通
り
だ
。
財
源

の
議
論
に
な
る

と
、
消
費
税
に

ば
か
り
狙
い
を

定
め
る
の
は
お

か
し
い
。
野
党

に
は
消
費
税
で

な
く
、
法
人
税

の
引
き
上
げ
や

所
得
税
の
累
進

強
化
な
ど
を
き

ち
ん
と
掲
げ
て

ほ
し
い
。

　

武
村　

こ
れ

ま
で
の
経
緯
か

ら
み
て
、
今
に

な
っ
て
、
安
倍

自
公
政
権
が

「
全
世
代
型
社

会
保
障
」
だ
と

か
「
社
会
保
障

の
充
実
」
な
ど

西山　裕康 理事長

辻　　一城 副理事長

足立　了平 副理事長

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

財務省および総務省資料から作成。
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図
１　

消
費
税
収
は
法
人
税
減
税
の
穴
埋
め
に

使
わ
れ
て
き
た　
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と
っ
て
必
要
な
教
育
、
社
会
保

障
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
こ

そ
財
政
出
動
を
行
う
べ
き
だ
。

改
憲
許
さ
な
い
取
り
組
み
を

改
憲
許
さ
な
い
取
り
組
み
を

　

加
藤　

も
う
一
つ
今
回
の
総

選
挙
の
大
き
な
争
点
と
な
る
の

は
、
憲
法
９
条
を
中
心
と
し
た

改
憲
議
論
だ
。

　

辻　

自
民
党
は
公
約
に
、
憲

法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る

こ
と
を
盛
り
込
む
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
、
教
育
無
償
化
や

緊
急
事
態
条
項
な
ど
を
加
え
た

憲
法
改
正
を
訴
え
る
よ
う
だ
。

　

武
村　

こ
れ
は
非
常
に
危
険

だ
。
自
民
党
の
９
条
改
憲
案

は
、
自
衛
隊
を
憲
法
で
認
め
る

と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

と
思
う
。
第
３
項
で
自
衛
隊
の

存
在
を
認
め
れ
ば
、
戦
力
不
保

持
を
定
め
た
９
条
２
項
を
空
文

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
自
衛
隊
は
ア
メ
リ
カ

軍
と
と
も
に
世
界
中
で
軍
事
行

動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

加
藤　

確
か
に
。
安
倍
政
権

は
秘
密
保
護
法
、
安
保
法
制
、

共
謀
罪
と
、
日
本
を
戦
争
で
き

る
国
に
す
る
た
め
の
法
案
を
次

々
と
通
し
、
北
朝
鮮
問
題
を
口

実
に
防
衛
予
算
を
拡
大
さ
せ
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
合
わ

せ
て
考
え
れ
ば
、
自
民
党
の
改

憲
案
は
非
常
に
危
険
だ
。

北
朝
鮮
問
題

北
朝
鮮
問
題

対
話
で
危
機
打
開
を

対
話
で
危
機
打
開
を

　

加
藤　

安
倍
首
相
は
解
散
の

理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
北
朝
鮮

問
題
を
国
難
と
し
て
、
対
応
を

国
民
に
問
う
と
し
て
い
る
。

　

武
村　

北
朝
鮮
の
た
び
重
な

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験

は
、
国
連
決
議
や
国
際
世
論
を

無
視
し
た
も
の
で
許
せ
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
安
倍
首

相
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
圧
力

に
偏
っ
た
対
応
も
事
態
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

足
立　

安
倍
首
相
は
国
連
演

説
で
「
必
要
な
の
は
対
話
で
は

な
く
圧
力
だ
」「
す
べ
て
の
選

択
肢
を
持
つ
と
い
う
ア
メ
リ
カ

を
支
持
す
る
」
と
述
べ
た
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
軍
事
力

の
行
使
を
容
認
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
非
常
に
危
険
だ
。

　

西
山　

国
連
総
会
で
は
、
各

国
か
ら
対
話
や
交
渉
を
求
め
る

発
言
が
多
か
っ
た
そ
う
だ
。
フ

ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は

「
平
和
に
つ
な
が
る
対
話
の
扉

は
閉
じ
な
い
」
と
述
べ
た
し
、

ス
イ
ス
の
ロ
イ
ト
ハ
ル
ト
大
統

領
も
「
交
渉
と
外
交
措
置
だ
け

が
、
朝
鮮
半
島
の
…
問
題
の
解

決
策
を
見
出
す
こ
と
を
可
能
に

す
る
」
と
冷
静
に
発
言
し
て
い

る
。

　

日
本
も
直
接
対
話
に
よ
る
解

決
を
米
朝
両
国
に
求
め
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

野
党
は
国
民
の
期
待
に

野
党
は
国
民
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
の
か

応
え
ら
れ
る
の
か

　

加
藤　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
安

倍
自
公
政
権
の
政
策
を
見
て
き

た
が
、
他
の
各
党
の
政
策
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　

武
村　

野
党
共
闘
に
注
目
し

て
い
る
。
共
産
党
は
勝
て
る
選

挙
区
か
ら
野
党
候
補
の
一
本
化

を
行
う
と
し
て
い
る
。
安
保
法

制
廃
止
や
安
倍
政
権
の
下
で
の

９
条
改
定
反
対
な
ど
は
一
致
し

て
い
る
。
確
か
に
共
通
政
策
は

大
切
だ
が
、
党
が
違
う
の
だ
か

ら
、
細
部
ま
で
政
策
を
一
致
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
共
通
政
策
を
国

民
に
提
示
し
て
、
そ
れ
で
支
持

を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

辻　

今
の
政
治
状
況
か
ら
見

て
、
一
強
多
弱
と
い
う
体
制
を

続
け
さ
せ
な
い
と
い
う
一
致
点

で
の
共
闘
が
必
要
だ
と
思
う
。

熊
本
で
は
民
進
党
が
候
補
を
お

ろ
し
て
、
野
党
共
闘
が
具
体
化

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
市
民

連
合
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、

野
党
共
闘
を
進
め
る
べ
き
だ
。

自
民
党
候
補
に
対
し
て
多
く
の

野
党
が
候
補
を
立
て
れ
ば
、
自

民
党
の
思
う
壺
だ
。
大
局
観
の

な
い
負
け
戦
は
や
め
る
べ
き

だ
。

　

幸
田　

し
か
し
状
況
は
厳
し

い
。
民
進
党
や
自
由
党
は
希
望

の
党
と
の
事
実
上
の
合
流
を
行

う
と
し
て
い
る
。
共
産
党
は
希

望
の
党
と
の
共
闘
を
否
定
し
て

い
る
。

　

足
立　

民
進
党
は
、
野
党
４

党
が
市
民
連
合
と
の
間
で
確
認

し
た
次
期
衆
院
選
で
の
共
通
政

策
を
破
棄
し
て
、
野
党
共
闘
の

枠
組
み
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
動
き
に
は
失
望
し
た
。
安

保
法
廃
止
な
ど
を
市
民
が
求

め
、
野
党
共
闘
で
そ
れ
を
実
現

す
る
と
言
っ
て
い
た
政
党
が
、

安
保
法
案
に
賛
成
し
た
人
た
ち

が
中
心
に
い
る
政
党
と
合
流
す

る
な
ど
、
市
民
へ
の
裏
切
り
で

は
な
い
か
。

　

加
藤　

野
党
の
間
の
や
り
取

り
を
見
て
い
る
と
、
野
党
共
闘

は
政
党
間
だ
け
の
課
題
に
見
え

る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
野
党

共
闘
は
市
民
運
動
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
だ
。
野
党
は
そ
の
原
点

に
立
ち
返
っ
て
共
闘
を
継
続
す

る
べ
き
だ
。
参
院
選
の
と
き
は

兵
庫
選
挙
区
が
３
人
区
だ
っ
た

の
で
野
党
共
闘
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
今
回
は
１
人
区
な
の
で

野
党
共
闘
が
必
要
だ
。
兵
庫
で

も
私
た
ち
の
要
求
を
掲
げ
て
各

政
党
に
働
き
か
け
た
い
。

希
望
の
党
を
ど
う
見
る
か

希
望
の
党
を
ど
う
見
る
か

　

加
藤　

さ
て
、
先
ほ
ど
か
ら

話
題
に
な
っ
て
い
る
希
望
の
党

に
つ
い
て
だ
が
。

　

幸
田　

消
費
税
を
上
げ
な
い

と
い
う
の
は
賛
成
だ
。

　

足
立　

確
か
に
希
望
の
党
が

掲
げ
る
原
発
ゼ
ロ
に
つ
い
て
も

賛
成
だ
が
、
所
属
議
員
を
み
る

と
、
日
本
会
議
に
所
属
す
る
議

員
ば
か
り
だ
。
小
池
百
合
子
東

京
都
知
事
は
、
安
保
法
制
に
自

民
党
議
員
と
し
て
賛
成
し
た
ば

か
り
か
、
東
京
新
聞
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
対
し
て
安
倍
政
権
を
１

０
０
点
満
点
中
90
点
と
高
く
評

価
し
て
い
る
。
若
狭
勝
氏
も
共

謀
罪
に
賛
成
し
て
い
る
。
こ
れ

で
本
当
に
反
自
民
の
受
け
皿
に

な
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

　

辻　

当
初
、
希
望
の
党
に
参

加
し
た
議
員
は
、
選
挙
基
盤
の

弱
い
議
員
ば
か
り
だ
っ
た
。
所

属
す
る
議
員
は
、
と
に
か
く
ど

う
す
れ
ば
議
員
バ
ッ
ジ
を
つ
け

た
ま
ま
で
い
ら
れ
る
か
と
い
う

こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。

　

加
藤　

希
望
の
党
に
つ
い
て

は
、
今
後
出
て
く
る
公
約
を
見

な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
新
し

い
政
党
だ
と
い
う
だ
け
で
飛
び

つ
く
の
は
危
険
だ
と
思
う
。
小

池
都
知
事
は
、
都
議
選
の
前
は

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
に
つ
い

て
反
対
し
て
い
た
の
に
、
選
挙

が
終
わ
る
と
立
場
を
変
え
て
豊

洲
移
転
に
賛
成
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
、
今
は

一
時
的
に
ブ
ー
ム
に
乗
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
長
続
き
は
し

な
い
だ
ろ
う
。

　

西
山　

希
望
の
党
に
は
人
気

と
新
し
い
旗
が
あ
る
が
、
中
身

が
な
い
。
今
は
一
時
的
に
ブ
ー

ム
に
乗
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
長
続
き
は
せ
ず
、
国
政
を

託
す
の
は
危
険
な
選
択
だ
ろ

う
。

　

武
村　

確
か
に
そ
の
通
り

だ
。
国
民
生
活
を
省
み
ず
、
財

界
や
米
国
に
い
い
な
り
の
政

治
、
首
相
の
周
囲
の
人
た
ち
だ

け
が
利
権
に
あ
ず
か
れ
る
と
い

う
政
治
を
続
け
る
安
倍
自
公
政

権
に
国
民
は
怒
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
批
判

す
る
野
党
の
政
策
が
ぶ
れ
て
い

て
は
、
い
く
ら
看
板
を
架
け
替

え
て
も
国
民
の
支
持
は
得
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。
や
は
り
、
安
倍

自
公
政
権
の
や
り
方
を
キ
ッ
パ

リ
と
否
定
し
て
、
対
案
を
示
す

野
党
こ
そ
が
国
民
の
求
め
て
い

る
受
け
皿
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

幸
田　

マ
ス
コ
ミ
の
希
望
の

党
の
取
り
上
げ
方
も
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
る
で
希
望

の
党
が
安
倍
政
権
に
対
抗
す
る

党
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
が
、

実
態
は
元
自
民
党
、
元
日
本
の

こ
こ
ろ
、
野
党
共
闘
に
批
判
的

な
元
民
進
党
の
寄
り
合
い
所
帯

で
、
非
常
に
保
守
的
な
党
だ
。

こ
れ
で
は
、
安
倍
政
権
に
対
抗

す
る
ど
こ
ろ
か
、
安
倍
政
権
の

補
完
勢
力
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。

　

武
村　

確
か
に
マ
ス
コ
ミ
が

そ
う
い
う
本
質
を
報
道
し
な
い

の
が
問
題
だ
。
そ
れ
で
安
倍
政

権
に
批
判
的
な
国
民
が
、
希
望

の
党
に
期
待
し
て
し
ま
う
。
そ

れ
に
日
本
の
選
挙
制
度
に
お
け

る
異
常
な
制
限
選
挙
も
問
題

だ
。
選
挙
期
間
に
は
候
補
者
の

名
前
を
入
れ
た
チ
ラ
シ
も
配
布

で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
有
権
者

は
各
候
補
者
の
政
策
を
き
ち
ん

と
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。投

票
に
行
こ
う

投
票
に
行
こ
う

　

辻　

最
近
の
選
挙
で
は
、
政

府
与
党
か
ら
の
圧
力
も
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
の
選
挙
報
道
も
盛
り

上
が
ら
な
い
。
有
権
者
が
選
挙

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
マ
ス
コ

ミ
は
き
ち
ん
と
選
挙
の
争
点
や

各
党
の
政
策
を
き
ち
ん
と
報
道

し
て
ほ
し
い
。

　

加
藤　

こ
の
よ
う
な
大
義
な

き
解
散
・
総
選
挙
は
政
治
不
信

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
し
か

し
、
投
票
に
行
か
な
け
れ
ば
こ

う
し
た
政
治
は
変
え
ら
れ
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す

ひ
ど
く
な
る
。
確
か
に
、
安
倍

自
公
政
権
の
側
に
解
散
す
る
大

義
は
な
い
が
、
国
民
に
は
安
倍

自
公
政
権
の
こ
れ
ま
で
の
政
治

に
審
判
を
下
す
と
い
う
大
義
が

あ
る
。
憲
法
改
定
を
許
す
の
か

ど
う
か
な
ど
、
日
本
の
将
来
を

大
き
く
左
右
す
る
選
挙
に
な

る
。
や
は
り
、
国
民
の
健
康
と

命
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と

し
て
、
平
和
と
社
会
保
障
を
大

切
に
す
る
国
を
つ
く
る
と
い
う

志
を
も
っ
て
、
投
票
に
臨
ん
で

ほ
し
い
。

　

西
山　

ど
ん
な
政
治
を
望
む

の
か
。
そ
れ
を
決
め
ら
れ
る
の

は
有
権
者
だ
け
だ
。
ぜ
ひ
よ
く

各
候
補
者
や
政
党
の
政
策
を
比

較
し
て
投
票
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
そ
の
後
、
自
分
の
投
票
し

た
候
補
者
や
政
党
が
ど
う
い
う

政
治
を
行
っ
た
の
か
き
ち
ん
と

検
証
し
て
、
さ
ら
に
次
の
投
票

行
動
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
一

人
ひ
と
り
が
選
挙
と
い
う
政
治

体
験
を
通
し
て
、
政
治
を
見
る

目
を
養
わ
な
け
れ
ば
、
日
本
の

政
治
は
成
熟
し
て
い
か
な
い
と

思
う
。

　

加
藤　

本
日
は
ど
う
も
あ
り

が
と
う
。

加藤　擁一 政策部長
副理事長

司 会

武村　義人 副理事長

幸田　雄策 政策部員

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

前
号
（
９
月
25
日
付
）
４
・
５
面
の
ポ
ス
タ
ー
を
待

合
室
な
ど
に
掲
示
し
、
患
者
さ
ん
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
出
演
ご
希
望
の
先
生
は
、
☎
078
―
393
―
１

８
０
７
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
医
療
知
ろ
う
！
」放
送
開
始

「
医
療
知
ろ
う
！
」放
送
開
始

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

ラ
ジ
オ
関
西
番
組
コ
ー
ナ
ー　

毎
週
木
曜

ラ
ジ
オ
関
西
番
組
コ
ー
ナ
ー　

毎
週
木
曜
1919
時時
2525
分
頃
分
頃~~

と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
反
発
し

た
枝
野
幸
男
民
進
党
代
表
代

行
ら
は
新
党
「
立
憲
民
主

党
」
の
結
党
を
発
表
し
た
。

こ
の
新
党
は
野
党
共
闘
の
原

点
で
あ
る
「
安
全
保
障
関
連

法
の
廃
止
」
を
掲
げ
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
新
党
と
は
共

産
党
や
社
民
党
も
連
携
す
る

方
針
で
、
野
党
共
闘
は
今
回

の
衆
院
選
で
も
そ
の
枠
組
み

を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
は
、
安
保

法
制
や
改
憲
に
つ
い
て
主
張

の
変
わ
ら
な
い
自
公
と
希
望

の
党
・
日
本
維
新
の
会
、
そ

し
て
こ
れ
ら
に
異
を
と
な
え

る
野
党
共
闘
の
間
で
争
わ
れ

る
。
め
ま
ぐ
る
し
い
政
局
の

中
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
陣
営
の
政
策
を
よ
く
吟
味

し
、
平
和
を
守
り
、
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
る
国
政
を
実

現
さ
せ
た
い
。

 

（
10
月
２
日　

記
）

　

こ
の
座
談
会
は
９
月
27
日

に
実
施
し
た
が
、
そ
の
後
、

情
勢
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
。
28
日
、
民
進
党
は
事
実

上
解
党
し
、
希
望
の
党
へ
の

合
流
を
行
う
と
発
表
し
た
。

民
進
党
の
前
原
誠
司
代
表
は

野
党
共
闘
を
否
定
す
る
際
に

は
「
理
念
、
政
策
が
合
わ
な

い
と
こ
ろ
と
協
力
す
る
の
は

お
か
し
い
」
と
し
て
い
た

が
、
希
望
の
党
と
は
何
の
政

策
合
意
も
な
い
ま
ま
、
事
実

上
の
合
流
を
行
っ
た
。

　

安
倍
首
相
の
解
散
・
総
選

挙
に
は
大
義
が
な
い
が
、
理

念
も
政
策
も
一
致
し
な
い
市

民
要
求
置
き
ざ
り
、
選
挙
目

当
て
の
こ
の
合
流
に
も
大
義

は
な
い
。

　

前
原
代
表
は
合
流
に
あ
た

っ
て
「
誰
か
を
排
除
し
な

い
」
と
述
べ
て
い
た
が
結

局
、
希
望
の
党
の
小
池
百
合

子
代
表
か
ら
憲
法
観
な
ど
が

一
致
し
な
け
れ
ば
排
除
す
る

座
談
会
を
終
え
て

政
策
部
長　

加
藤　

擁
一



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（６）第１８５８号２０１７年(平成２９年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

メインテーマ「医療連携のこれから「医療連携のこれから
 ～淡い光と深い闇 ～淡い光と深い闇」」

10月29日（日）10時～17時
神戸市産業振興センター９・10階（JR神戸駅から徒歩約７分）

医科・歯科・薬科交流企画「外来化学療法」14時50分～17時　９階901号会議室

　今回は「外来化学療法」をキーワードに、医歯薬の連携等の観点から、医師・歯科医師・薬剤師の各先生から
のご報告とパネルディスカッションを予定しています。

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間

分
科
会
Ａ　

９
０
１
号
会
議
室

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 高血圧症通院患者100名について2009年から８年目の健康管理の実際と〈開業医機
能〉についての検討 10：05～10：20

2 金光　伴訓 白澤薬局段上店 薬剤師 西宮市薬剤師会の在宅医療への取り組み～在宅塾～ 10：20～10：35

3 永本　　浩 永本医院 医師 日常診療におけるめまい患者への対応―耳鼻科専門医の立場から― 10：35～10：50

4 山中　　忍 山中眼科医院 医師 緑内障の点眼以外の治療法 スーパーライザーの有効性と実証試験 10：50～11：05

5 宮武　博明 ドマーニ神戸クリニック 医師 独居高齢者訪問記－地域包括支援センターの職員と協力して 11：10～11：25

6 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 当院訪問診療患者さんの定期外受診の状況 11：25～11：40

7 北田真智子 だいとうクリニック（訪問看護ステ
ーションだいとう） 看護師 訪問看護ステーションとかかりつけ薬局が連携して対応する在宅医療 11：40～11：55

8
本荘　紀子 野村医院（訪問看護ステーションの

むら）
訪問看護師 一人暮らしの寝たきり高齢者の生きるを支える取り組みの実践報告

～「ふるさと訪問」を通して見えてきたもの～ 11：55～12：10
安井　直樹 介護福祉士

9 森岡　芳雄 東神戸病院 医師 空気の汚れ調査について 13：00～13：15

10 森岡　芳雄 東神戸病院 医師 遠隔診療について 13：15～13：30

11 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 南海トラフ地震津波・台風・水害にどう対応するか？ 13：30～13：45

12 髙田　　正 髙田循環器内科 医師 “個別指導を経験して”その実態と顛末 13：50～14：05

13 武富　雅則 武富整形外科 医師 かかりつけ医の弊害 14：05～14：20

14 山崎　絵里 神戸協同病院 栄養士 糖質制限食の効果と方法について 14：20～14：35

分
科
会
Ｂ　
９
０
４
・
９
０
５
号
会
議
室

1 徐　　昌教 はなクリニック 医師 自閉症は脳の免疫炎症病であり、原因の多くはワクチンである 10：55～11：10

2 高田　　裕 たかたクリニック 医師 かかりつけ医とインフル予防接種について－パート２－ 11：10～11：25

3 吉川　周志 きっかわ歯科 歯科医師 居宅での多職種連携～私の歯科訪問診療経験から 11：25～11：40

4 粟田　哲司 粟田医院 医師 レジオネラ肺炎の１例 11：40～11：55

5 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 開業医における口腔顎顔面外傷（小児）の臨床的検討 11：55～12：10

6 元持富見代 真星病院 薬剤師 当院における入院患者への処方提言の取り組み 13：00～13：15

7 大風　幸一 薬局リベルファーマシー 薬剤師 薬局とお金の話 13：15～13：30

8 加藤　擁一 かとう歯科クリニック 歯科医師 学校歯科治療調査の結果について 13：50～14：05

9 鈴木　真夕 新神戸歯科 歯科医師 パーキンソン氏病に対する歯科的対応 14：05～14：20

10 藤井　佳朗 新神戸歯科 歯科医師 股関節機能異常に関与する要因の数々 14：20～14：35

〈分科会プログラム〉10時～14時35分、９階　※協会ホームページ http://hhk.jpに各演題の抄録を掲載

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参加費無料　ご参加お待ちしています!!参加費無料　ご参加お待ちしています!!

〈医科〉「機動力のある外来化学療法」 明和病院外科統括部長・副院長　柳　　秀憲先生
〈歯科〉「外来化学療法中の患者の口腔機能管理」
 神戸大学歯科口腔外科 准教授 手術部副部長　古土井春吾先生
〈薬科〉 「①皮膚障害における皮膚科・形成外科医との連携（EGFR-TKI、大腸癌の抗EGFR抗体薬）、

②流涙における眼科医との連携（TS-1）」 住友別子病院 薬剤部　矢野　琢也先生

救急フェスタ 　13時～14時30分　　　　　　　　　10階1001・1002号レセプションルーム

－あなたの大切な人を守るために－　CPR講習会（心肺蘇生法実技講習会）

展示コーナー 　10時～16時　９階902・903・906号会議室

医院新聞、文化部会員作品展「あなたと私の展示会」、情報ネットワークコーナー、薬科部企
画（生薬試飲コーナー）ほか

ポスターセッション 　10時～16時　９階902・903・906号会議室

「長く正しく外用薬を塗ってもらうための工夫について」（中央区・加茂皮フ科医院　加茂統良先生）
「著書『武庫川生きものウォッチング』の紹介」（西宮市・法西医院　法西浩先生）
※先着200名様に、兵庫県下各地の特産品をおみやげとしてお持ち帰りいただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840 研究部まで
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開会セレモニー・あいさつ

あなたと私の展示会
／ポスターセッショ
ン／医院新聞／情報
ネットワーク／業者
展示／喫茶コーナー
／薬科部企画（生薬
試飲コーナー）／特
産品展示・引換

分科会Ａ
分科会Ｂ

（昼食休憩） （昼食休憩）
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（休憩）

医科・歯科・薬科
交流企画 16：00

10：55

10：00
10：05

12：10

13：00

14：35

17：00

14：50

1001・1002号
レセプションルーム

救急フェスタ
CPR講習会
（90分）

JR「神戸」駅より徒歩約７分
【地上から】中央改札を出て右。ハウジングデザインセンター神戸
（HDC）の前を通り歩道橋へ。歩道橋で国道２号線を渡りプロメナ神戸
の入口手前を左折。階段を下りて国道２号線沿いの通りへ。国道に向き
合い右手方向へ約100ｍ進む。
【地下から】中央改札を出て右。エスカレーターでデュオこうべ地下街
へ。地下街をそのまま突き当たりまで進み左折。一番奥の階段（浜の手
出口番号28）またはエレベーターで地上へ（国道２号線沿いの通りに出
る）。国道に向き合い右手方向へ約100ｍ進む。

第26回日常診療経験交流会第26回日常診療経験交流会


